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初期仏教における比丘の生活様式
―頭陀行者の系譜―

藪 内 聡 子

[1]初 期教団の仏教者たちは,時 代を下るに連れて遊行から定住へと生活様式を

変え,や がて教団が組織化 されるとともに,持 律者 と持法者 という異なった系譜

が誕生 した1).本 稿は頭陀行者,そ して頭陀支をめぐる問題を検討 し,持 律,持 法

という二つの系譜に加え,更 に頭陀行を実践す る者の流れが,教 団内に重要な役

割を担って存在 していた可能性を指摘 しようとす るものである.そ れは時に持律

者,持 法者の対立を和 らげ,教 団の分裂を阻止する緩衝役 として機能 している.

[2]最 初期の比丘の生活は阿蘭若,樹 下,塚 間な どを臥坐所 としながら遊行 し,

托鉢によって食を得,塵 溜,墓 場にあるポロ布を衣 とするものだった.や がて精

舎での集団生活が始まると,食 事は請食,寄 進で賄われ,布 施された衣の着用が

許 され,修 行者の生活は戒律遵守へ と変化 した.し かし最初期の比丘の生活様式

である頭陀の精神 は尊重され,や がて異なる類型の頭陀支 として纏められる2).

一方サンガが拡大す るにつれ,修 行者たちは,主 義主張の似通った者たち同士

で連繁を保ち,専 門的な能力をもった伝持者のそれぞれがグループをなして修行

することになった.そ して教法保持についての分離 専門化が進み,持 律者,持

法 者 は そ れ ぞ れ 同 じ と ころ に臥 坐 所 を しつ ら え られ,Kosambikkhandakaに 現 れ

る僧 伽 抗 争 の 伝 説 は,Kosambi.JatakaやDhammapadatthakathaか ら持 律 者 と持 法 者

の 争 い で あ っ た こ とが 指 摘 され て い る3).こ の とき抗 争 の 当事 者 た ち は,頭 陀行 者

に 助 言 を 求 め た こ とが,Theragatha-Atthakatha(ThaA.)に は記 され て い る.

のち にコーサ ンビーで比丘サ ンガが二 つの集 団に分 かれて争いがお こった時,一 人の比

丘 はこの争い をを避 けたい と思 って,「 今 まさにサ ンガが二っの集団 に分か れて争 いが起

こってい る,私 は どの ように した らよいので しょうか」 と尋ね ると,彼(ウ パセー ナ)は

自分の実践を遠 ざか り離れてす む ことか ら語 り始 めてい る.(ThaA.Ilpp.246-247.)

修行者 は,独 り瞑想す るため に,遠 く離 れ,騒 音の少 ない,猛 獣 が出没 す る坐臥処 を受

用すべ きで ある.//Tha.577//… 感官 の門 を守 り,よ く自制 した修行者 は,心 をっっま

しくして,家 ご とに順次 に托鉢 に歩むべきであ る.//Tha.579//…

1082



(72) 初期仏教における比丘の生活様式(藪 内)

世 尊の時代 に彼 は コーサ ン ビーのバ ラモ ンの家 に生 れた.彼 の名 はチ ュー ラガ ヴァ ッ

チャ といった.… …当時 コーサ ンヴ ィーに住 む比丘 たちは争いを起 していた.そ の時チュー

ラガ ヴ ァッチャ長老 は どち らの比丘 たちの主張 にも与せず,世 尊 によって授 け られた諭 し

に住 し,観 を増大 させ,阿 羅漢果 に達 した.そ れゆ え,讐 喩 を唱 えた:パ ドゥム ッタラ世

尊 のスジャータ とい う名の弟子 は,そ の とき,糞 掃衣 を求 めて塵埃 の中 を歩いて いた…

(ThaA. 1. p. 58.)

vinaya(Vin.)に は ウパ セ ー ナ が語 っ た とされ る以 下 の記 述 が あ る.

世尊 よ,私 に具足 戒を請 う者 に私 は次の ように言 います.r友 よ,私 は実 に阿蘭若住者,

乞食者,糞 掃衣者 である.も し汝 もまた阿蘭若住者 ・乞食者 ・糞掃衣者 になるな らば,私

は汝 に具足戒 を授 けよ う』 と.彼 が も し私 に承諾 すれ ば具足戒 を授 け,承 諾 しなけれ ば具

足戒 は授 けませ ん.… 世尊 よ,私 は実 に この ように比丘 た ちを導 いて お ります』 と.

(Vin. llJpp. 230-231. )

精 舎 で の 集 団 生 活 が 進 む な か で も頭 陀 行 者 は存 在 し,し か も彼 らは,持 律 者,

持 法 者 の どち らに も与 しな い 存 在 で あ っ た と考 え られ る.ま た ウ パ セ ー ナ の よ う

に,頭 陀 行 者 に の み具 足 戒 を 授 け る とい う頭 陀行 者 も い た こ とか ら,頭 陀 行 者 だ

け の系 譜 が 存 在 して い た こ とが わ か る.さ らに こ こで 注 目す べ き は,持 律 第 一 と

称 され た ウパ ー リは,阿 蘭 若 で の 修 行,す な わ ち 頭 陀 行 を ブ ッダ に止 め られ,ブ ッ

ダの そ ばで,集 団 生 活 の 中 で修 行 を行 っ て い た こ とで あ る.

彼 は出家 して具足 戒を受 けて,ブ ッダの近 くで業処を理解 してのち,「 世尊 よ,私 に阿

蘭若住 を許可 して ください」 と言った.世 尊 は 「比丘 よ,汝 は阿蘭若 に住 んでい るな ら務

めが ひ とつ進 むだけであろ う.し か し私 のそばで住 んでい るな ら,観 法 と学習が完成 して

ゆ くで あろ う」 と言った.(ウ パー リ)長 老 は師の ことば を信 じて受 け とめ,観 につ いて

修 習 しっ つ ま さ に程 な く阿羅 漢 に達 した.(ThaA.II.p.10L)

信 仰 に よ っ て世 を 捨 て,新 た に出 家 した 新 参 の賢 い修 行 者 は,サ ンガ(集 団4))の うち

に住 み な が ら,戒 律 を学 ぶべ き で あ る.//Tha.250//ウ パ ・一 リ長 老

[3]頭 陀 者 の 実 践 項 目 は の ち に 頭 陀 支 と し て,南 伝 系 統 で は13支 に 纏 め ら れ,

南 方 上 座 部 の 正 説 とな っ たTheragatha(Tha.)844-8565),Cullaniddesa(p.231),

Milindapanho(p.359),Visuddhimagga(pp.59-83)の 系 統 の13頭 陀 支 と,Vinaya

Parivara(v.pp.131,193)の13頭 陀 支 が 存 在 す る が,そ れ ら は 頭 陀 支 の 順 番,配 列

が異なる系統のものである.頭 陀支は,(1)全 体 を衣食住に配分する流れ と(2)

まず家食住の諸支の代表を一支ずつ出し,特 に 「阿蘭若住支」を第一支にあげる

流 れ の二 つ に分 類 で き る6).Parivaraの13頭 陀 支 は(2)の 流 れ で あ り,こ の形 成

経 路 にっ い て は,Vin.の 五 型(III.pP.230ffな ど)の 前3支 が いず れ も阿蘭 若 住 支,
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常乞 食 支,糞 掃 衣 支 で あ り,ま た こ の3支 と同型 のSamyutta-nikaya(H.P.281)

説 が頭 陀支 の原 型 とみ られ て い る こ とか ら,こ の基 本 型 に,Tha.ll20,Anguttara-

nikaya(III.PP.219-221),Mahaniddesa(P.66な ど)等 の頭 陀支 を総 合 して纏 め られ

た と推 定 さ れ て い る7).こ の説 に従 う と,Parivaraの 説 は持 律 者 の伝 承 に持 法 者 の

伝 承 を取 りい れ っ っ 完 成 され た頭 陀 支 と見 な す こ とが で き る..__.方Tha.844-856

等 の13頭 陀 支 は(1)の 流 れ に属 す るの で,Parivaraの も の とは違 う過 程 で形 成 さ

れ た も の で あ る.律 伝 承 の第 一 に お か れ る ウパ ー リの修 行 態度 か ら して,律 を継

承 す る者 た ち が実 際 に頭 陀行 を 実 践 して い た か ど うか は不 明 で あ る.Parivaraと 異

な る頭 陀支 が 存在 す る とい う こ とは,持 律 者 の伝 承 とは別 の伝 承 を もつ 集 団 の存

在 を示 し,頭 陀行 者 の独 立性 が 暗 示 され て い る.実 際prahanikaと い う碑 文 も発 見

されており,あ る種の苦行者の集団が存在した形跡がある8).

[4]ブ ッダの滅後行われたとされる第一次結集は,頭 陀第一 と称されるマハー

カッサパの采配のもとに,持 律第一のウパー リが律を,多 聞第一のアーナンダが

法を諦出し,そ れらを選出された阿羅漢たちが承認す るという形で執 り行われた

ことをも考慮すると,最 初期の教団における教法伝持の構造は持法者,持 律者,

そして頭陀行者 とい う三構造であった と解するのがよいのではないだろうか.ウ

パーリが頭陀行者ではなかったことは本稿で取 り上げたが,ア ーナンダとマハー

カッサパは修行方法も違い不和であったこともこれまでの研究で指摘されている9).
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